
会議録  （グループホームうみかわ 運営推進会議） 

作成日  令和 ５ 年 ７ 月 ２４ 日 

期  日 令和 ５ 年 ７月２４日（月 ） 時 間 午後 14時 00 分～午後 15 時 00 分 

場  所 西海地区公民館 研修室 

 

 

出席者 

  (７名) 

 

利用者・家族 ０名（利用者）１名（家族） 

地域代表者 1名 

市職員 2名 

包括職員 1名 

法人役員 1名 

施設職員 1名 

 

会議要旨 

 

議 題 

(テ―マ) 

 

① 入居者様の状況について 

② 前回の運営会議からの動きについて 

③ 意見交換 

④ その他 

⑤ 

 

 ① 入居者様の状況について 

♢退去者なし 新入居者なし 

♢介護度１（5名）介護度 2（5名）介護度 3（4名）介護度 4（2名）介護度 5（2名） 

 計（18名） 

平均介護度 2.5 平均年齢 86歳 

♢事故報告（1件） 

【誤薬】 

 7 月 14 日 12:30 昼食後、他の入居者の薬を服薬してしまう。主治医に連絡。水分

を多くとり様子見るよう指示ある。その後特に変わりなし。 

 どんなに対策を行っていても、職員の意識や注意がなければ起こってしまうことと

感じる。職員で再度申し送りを行っている。 

♢インシデント（4件） 

 下肢筋力の低下に伴い、歩行時にバランスを崩し転倒してしまうケースが多い。 

 

② 前回の運営会議からの動きについて 

6月 25日 西海地区の土砂災害の防災訓練に参加 

7月 6日 外部評価 

7月 14日 夜間火災想定の避難訓練実施 

 誕生会は随時実施 

入居者の方との買い物も随時実施 

 

感染症関連 

・6月 16日 職員同居家族コロナ陽性となり、職員 1名が 5日間自宅待機 

・7 月 1 日 職員 1 名コロナ陽性。10 日間の自宅待機。入居者に抗原検査実施。

入居者、職員への影響なし。 

 



 

あったカフェ 

・6月 22日 白嶺高校 生活福祉系列の生徒とオンラインレクレーション実施。 

 次回は 10月を予定。 

 

外部評価の報告 

・外部評価の中でご家族よりアンケートを取らせていただいた中で、事業所のこと

があまり分からない、体を動かす機会が少ない。面会の拡大や家族とのお出かけが

できるようになると嬉しい。面会時に最近の様子が知りたい等の貴重な意見をいた

だいた。 

コロナ対応により、現在も玄関での面会とさせていただいている。感染状況を見な

がら、面会の制限の緩和の検討を随時行っていきたい。 

また、ご家族への丁寧な情報提供やご家族との時間の充実を目指していきたい。 

 

♢意見交換 

出席者 

・月 1 回送っていただくうみかわ便りをみて、外出を一生懸命していただき、現役時

代はグループホームにて働いていたので、大変な環境の中で対応してもらいありがた

い。今、コロナが 5 類に変わったとはいえ、性質は変わっていない。身近な方で、75

歳の方が入院中にコロナにかかり、亡くなってしまっている。 

病院内でもクラスターや職員の陽性の話を聞くので今でも大変な状況となっている。 

お盆に向けて、関東方面からの帰省等もあり心配している。 

・マイナンバーカードについて法人としてどのような対応を考えているか。 

出席者 

・市でも、認知のある方の意思確認について、個人番号の流出を恐れているが、市民

課の方でもまだ話レベルで、市民課から情報が来れば施設の方へも話ができると思う。

市としても高齢者に情報の提供をしていかなければならないと考えている。市民課の

方に話をしておきたい。 

出席者 

・マイナンバーカードの申請にて、家族が高齢だと後見人が必要で費用が 20万から 30

万かかるといった話を聞いている。 

出席者 

・後見人の数も足りるのかなどといった話も出ている 

出席者 

・高齢者施設で預かるには、情報が漏れてしまうと施設の対応が問われる。施設で預

かるのは難しい。糸魚川市の方で対応を検討してほしい。 

出席者 

・西海地区の盆踊りを 8月 13日に行うのでよかったら参加してほしい。コロナ前はう

みかわさんが参加されて楽しまれていたのでよかったら参加してほしい。 

出席者 

・待機の方が 52 名の方がいるとのことだが、申し込んであっても 52 名もいればまだ

まだ。 

看取りの方がいらっしゃるとのことだが、家族としては、最期まで慣れたところで見

て頂ければありがたい。 

施設職員 

・現在おられる看取りの方は、歩いておられる方でまだ食べられており、痰がらみ等



なく、痛みの方もコントロールできているので対応できている状況。 

医師も看護師もいない中なので、医療行為が必要な状況となれば対応は難しいと思っ

ています。 

出席者 

・以前看取られた方で、最期まで慣れたところで看取れば、ご家族ともいい関係が築

けている。ＭＣＳで医師、訪問看護さんとやり取りして対応しており、最初は職員不

安ながらも職員の成長にもつながったとの話を聞いている。 

・グループホームはお金が安くないので、金銭のゆとりがない人は入れない。 

・認知症カフェについて、青海ではコロナの状況でも出張カフェを行っている。地域

に出て行う出張カフェをまた、ネットワーク会議でも話を出すが、他のグループホー

ムの協力も得て行ってほしい。青海では包括が主体となって行っているが、法人単位

で行っている。認知症カフェを開くと人が集まるので、茶話会のような形で、地域に

出て行ってほしい。 

出席者 

・身近な方で、メモリアルホームみずほで働きはじめた人がいるが、大変だ大変だと

聞いている。職員の確保はできているか。 

出席者 

・募集を出しても応募がない。給食員もチラシを出したが、1名問い合わせがあったと

ころ。職員が足りず、疲弊している状況。 

出席者 

・定年後の再雇用で、職員も高齢化している。誰か休むと休日出勤の状態。人がいな

くて閉鎖したところもあると聞いている。どうやって人を確保したらいいかわからな

い。 

出席者 

・介護する側のヘルパーも 50台後半となっている状況で、老老介護。行政や国の対応

が必要と感じる。 

出席者 

・市の方でも補助金制度を行っているが、人気がない。 

 白嶺高校に生活福祉系列あるが、数年前に 1.2 名程度で生活福祉系列を出たとして

も介護士を目指すわけではないよう。核家族化で高齢者と一緒にいないこともあると

思う。国の基準を緩和している。報酬が上がれば集まるかもしれない。 

出席者 

・人口が減っているので、どこの業界も人がいない。我々が考えてもどうにもならな

い。農業やる人もいない状況。子供もいなくて、西海地区は 50人ほどで複式学級も始

まっている。 

出席者 

5年後には 20人を切る状態。 

出席者 

・子供は糸魚川にとどまらず県外にでてしまう。学校がない、遊ぶところがない。市

全体で考えていかなければと思う。 

出席者 

・外国人の方はどうか。 

出席者 

・介護従事者は無資格はダメで、認知症介護基礎研修資格が必要だが、言葉の壁があ

るなど、支援体制が整っていない。外国人の方が働きやすい職業ではないよう。 

出席者 



・グループホームの待機者が 50人との話ありましたが、グループホームを増やす予定

はないか 

出席者 

・押上に、市外の事業者が 18人定員のグループホームを建設中。ただ、他のグループ

ホームで人員不足で閉鎖しているところもあるので定員増にはならない。 

出席者 

・コロナになると出勤停止 10日間となっており、人手不足となり大変では。 

出席者 

・5月 20日以降、5類になって待機の取り扱いなど国から連絡がない。 

出席者 

・家族内で感染していくと、長期間待機しなくてはならず大変な状況。 

施設職員 

 次回は 9月 25日（月）を予定している。 

  

 

 


